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東大 ･理 小 貫 明
臨界点近 くの流体では大きなサイズ (～f)の液滴がゆらぎによってできている (寿
命～ E3)｡ 高分子溶液と同じようにこの状態での流体は流れができると通常の流体と






























7(i)- 符o + 12Al+12A2+･･･. for l≪ 1,
～ log A for A≫1,
係数Al,A2,- は計算中であるo
}>1のとき,液滴はもっぱらShearによってこわされるわけで, り(A)は温度によ
らなくなる. つまりslowingdownは shearで制えられるO光散乱の巾は液滴のrelaxation
rateを表わすから長波長では大きなshear依存性を示す｡ (長波長は大きな液滴からの
寄与である｡ )
第-から第三の効果の詳論はおって発表するO毛細管を用いての実験などでは以上の
解析が重要である｡
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